
 

 

 

 

 

 

 この通信を書いているのが、４月４週目。朝晩の

肌寒さはあるものの、日中はカラッとした澄んだ空

気、青と薄雲の白のコントラストが眩しい空、北校

舎から見える畦に咲く草花と田園、比良の山並み。

どの絵も春本番です。 

 思えば、昨年度の今頃は、休校措置が延長され、

先の見えないトンネルから抜け出せず、気持ちが萎

えそうになっていた時期でした。今年度は、第４波

の襲来、変異株の爆発的拡大、緊急事態宣言の発令

等々、私たちを取り巻く状況は、大変厳しいものが

あります。誰が、何時、感染してもおかしくない状況です。感染症対策を文化として受け入

れ、これまで通り子どもたちの生命・安全を守ることを最優先にしながら、最悪の事態を想

定し、模索する日々が続きます。それでも、主役の子どもたちは、学校に来ています。目の

前の子どもたちと、時間と場所を同じくして過ごすことが出来ています。そのことがとても

嬉しく思います。そして、考えます。校長室から休み時間に遊ぶ子どもたちの様子を眺めな

がら、校舎内を巡り子どもたちが学ぶ姿を見つめ、教室に漂う空気を感じながら、この子た

ちの生命・安全を守り、将来逞しく生きていくための力を付けていくのだと。 

 明日から大型連休になります。新型コロナウイルス感染症対策はもちろん、事故等のない

生活が送れますよう、子どもたちの見守りをよろしくお願い申し上げます。 

規模を縮小して、「鯉のぼり祭り『真野』」が開催されていま

す。コロナ禍、真野らしい前向きな活動を通して地域を明るく

することが必要であると、開催された祭りです。真野川堤防で、

悠々と鯉のぼりが泳いでいます。全学級が鯉のぼりを作成しま

した。３密を避けるため、これまでとは違う作成方法をとりま

した。こいこいクラブのみなさんと真野サポのみなさんに、準

備から作成、アイロンがけに至るまで大変お世話になりました。

誠に有難うございました。 

１年ぶりの真野学区の一大行事。鯉あげ当日は、良いお天気

に恵まれました。偶然現れたハロ現象と飛行機雲をバックに悠

然と泳ぐ鯉のぼりを見ていると、コロナ禍のこの時期、ほっこ

りと癒やされました。 
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 昨年度、文部科学省は、２０２２（令和４）年度から小

学校高学年（５、６年）で「教科担任制」を進めていくと

発表しました。本校でもその有り様について、中学校とつ

ながりのある教育課程の編成、校内体制の構築等について

模索して参りました。 

 小学校と中学校の違いについて、部活動が有るか無いか

等を思いつきますが、学級担任制と教科担任制であること

が一番大きな違いだろうと思います。小学校には、学級担

任がすべての教科を指導するという小学校文化が根強く

ありました。子どもたちの発達段階からして、それが相応しいということであったと思われ

ます。一方、中学校、高等学校と学習内容の専門性が高まり、教科によって指導する教員が

変わります。これが、中学１年生にとって一番の戸惑いだろうと思われます。 

そこで、中学校教育とのスムーズな繋ぎは勿論、学年の子どもたちを学年の教員集団プラ

ス教務全員で見る、或いは教員の専門性を活かす観点から、本校でも文部科学省の実施年度

を前倒しして、本年度から実施することにしました。 

 １学期の取組について、課題や成果を整理して、２学期以降の取組につなげていきたいと

考えています。また、高学年（５、６年）以外でも、積極的に学年の教員が他の学級の授業

に出向いたり、読書の時間や給食の時間、道徳の時間等に指導者の交換をしたりする取組を

積極的に進めて参ります。ご理解の程、よろしくお願いします。 

 

 ４月１６日（金）に実施した学級懇談会で、３年生の保護者の皆様

には、校長と各担任より説明させていただきましたが、昨年度に引き

続き、滋賀県教育委員会「個に応じた少人数指導推進事業」により、

３年生で習熟度別少人数指導を行います。そのための加配教員も配置

されています。つまずきが起こりやすい３年生の算数科で、よりきめ

細かな指導により、児童の学ぶ力の向上を図ります。 

 習熟度別少人数指導は、個に応じたきめ細かな

指導の一つであり、確かな学力の育成を目指すものです。習熟の違いを踏

まえた学習集団を編成することで、児童が個々の状況に応じて学習する

ことができる環境を実現し、一人ひとりがわかることやできることの喜

びを実感できるような少人数指導を行います。また、単元や指導内容によ

って、担任と加配教員の２名が学級全体の児童を指導することもありま

す。いわゆるティームティーチングです。２人の教員がそれぞれメインテ

ィーチャーとサブティーチャーに別れ、教員同士が連携して授業を進めます。 

 

■  

 新型コロナウイルス感染拡大の状況を受けて、日帰りでの航海にする旨、滋賀県教育委員

会より通知がありました。これにより、本校は１０月８日（金）、９（土）の予定でしたが、

１０月８日（金）のみの航海に変更となります。 
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